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国際保健医療看護演習(2300307)

国際保健医療看護演習(54205)
田中和奈　高田勝子　吉水清
前期 1  選択
金・4～5

■授業の目標・概要
諸外国の文化、資源、環境など、健康に関する様々な考慮すべき視点について考える。前半の講義では、国際保健医療の報告など

から世界の健康問題の動向と取り組みを学ぶ。さらに、海外研修により他国の看護教育、保健医療システム、エイズなどの感染症

対策などについて学び、国際的視点から保健医療活動の実際を理解する。（講義10時間・海外研修20時間）

■学習の到達目標
1.�伝統や風習などによる健康への意識と健康行動の違いを理解することができる。 

2.�グローバルな視点で保健医療活動を行う基礎知識を養うことができる。

■授業方法・形式
1．�各グループ与えられたテーマについて、国際機関からの報告書などを参照し、実践的に調べる。 

2．�国際看護の課題について、講義・グループワーク・海外研修を通して広く学ぶ。 

3．�プレゼンテーションを行って自己の学びを発表する。

■授業計画
1. 学内講義：日本とタイの保健医療システムと看護 

日本とタイの保健医療システムの特徴と看護の現状について学ぶ。 

2. 学内講義：【グループワーク】日本とタイの保健医療政策：感染症対策・周産期医療・伝統医療 

グループワークのテーマを決定し、各グループに分かれて情報収集と発表資料の作成を行う。 

3．学内講義：英国の保健医療システムと看護 

英国の保健医療システムの特徴と看護の現状について学ぶ。 

4．学内講義：異文化看護の理解 

マレーシア、米国、英国の看護の現状から文化的背景が看護に及ぼす影響について知識を深める。 

5．学内講義：【グループワーク発表】日本とタイの保健医療政策：感染症対策・周産期医療・伝統医療 

グループワークの発表を行い、日本とタイの保健医療の現状の類似点と相違点について知識を深める。 

6．チェンマイ大学海外研修：タイの看護教育（7月23日） 

タイの看護教育制度について講義を通して学ぶ。 

7．チェンマイ大学海外研修：タイの伝統医療（7月23日） 

タイの伝統医療について、講義を通して知識を深める。 

8．チェンマイ大学海外研修：タイの伝統医療施設見学実習（7月24日） 

タイマッサージなどを実際に体験し、タイの伝統医療についての知識を深める。 

9．チェンマイ大学海外研修：タイの保健医療システム（7月25日） 

タイの保健医療システムについて、講義を通して知識を深める。 

10．チェンマイ大学海外研修：タイにおけるナースプラクティショナーの役割（7月25日） 

タイのナースプラクティショナーの教育制度と役割について講義を通して知識を深める。 

11. チェンマイ大学海外研修:コミュニティホスピタル見学実習（7月26日） 

コミュニティホスピタルを視察し、タイの地域医療の現状を学ぶ。 

12. チェンマイ大学海外研修：HIV感染予防対策（7月27日） 

タイのHIV感染予防対策について、講義を通して知識を深める。 

13. チェンマイ大学海外研修:コミュニティホスピタル見学実習（7月27日） 

コミュニティホスピタルを視察し、チェンマイ郊外での看護の現状について知識を深める。 

14. チェンマイ大学海外研修：タイにおける周産期医療（7月28日） 

タイの周産期医療について講義を通して知識を深める。 

15. チェンマイ大学海外研修：周産期医療施設見学実習（7月28日） 

チェンマイ大学病院の産科病棟を視察し、タイの周産期医療の現場について学ぶ。

■成績評価の基準
前半の講義に関するレポート10％、グループワークの取り組み20％、海外研修中の取り組み50%、研修後のレポート20％

■準備学習・復習及び授業時間外の課題
国際的な健康問題についてテレビ・新聞・インターネットを通じて発信されている情報に関心をもち、理解に努める。

■履修上のアドバイス及び留意点
グループワークなど積極的な取り組みが望まれる。

■教材・教科書
看護の統合と実践〈3〉災害看護学・国際看護学 (系統看護学講座 統合分野). 医学書院

■参考書
これからの国際看護学―国境を越えた看護実践のために―．守本とも子監著．ピラールプレス．


